自治基本条例（第１章）

第➊章　総則





　


第3条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号のとおりとし

　ます。

(１)　 町民　町内に住む者、学ぶ者及び働く者並びに町内において活動及び事業を行う個人・法人・団体をいいます。
(２)　原文どおり
(３)　協働　町民、議会及び執行機関が、共通の目的を実現するために共有する領域
において、互いの立場及び役割を理解し、対等の立場で相互の力を活かし、又は協力することをいいます。



(1)法規上で使う表記方法への字句の修正及び整理。

  (次の各号に掲げる←用いる)、(当該各号の←次の)、(住む者←住み、学ぶ者及び←学び、)、(働く者並びに←働く者及び)、(活動及び←活動、)、(立場及び役割←立場と役割)、(活かし、又は←活かしあい)
(2)前文同様、修正する。(議会←町議会)















条例の位置付け





目的





修正理由











第５条　まちづくりの基本原則は、次のとおりとします。


（１）参画及び協働の原則


　　　　町民は、まちづくりの主役として、町政への参画と協働を推進します。


（２）情報の共有の原則


　　　　町民、議会及び執行機関は、まちづくりに関する情報を共有します。


（３）公正及び対等の原則


　　　　協働によるまちづくりは、公正で対等な関係のもとで進めます。


（４）信託による行政運営の原則


　　　　町長は、町民の代表者として、その信託に応えるため、町民自治のまちづくりの考えのもと、責任を持って行政運営を進めます。





















































(1)法規上で使う表記方法への字句の修正及び整理。


　(基本原則←基本となる原則)、(参画及び協働←参画と協働)、(共有←互いに共有)、　　


　(は、←を推進するために、)、(もとで進めます←協働を進めます)、(運営の原則←運営)、(のもと←を明らかにし、)


(2)町民に「守秘義務」はない。また、第17条で、個人情報の取り扱いについて規定しており削除する。(削除←と守秘義務)、(削除←ただし、個人情報等、その他の守秘義務を果たします。)


(3)前文同様、修正する。(議会←町議会)











第１条　この条例は、本町における自治に関する基本的な事項を定め、町民の権利及び責務、議会及び町長の責務並びに行政運営を明らかにすることにより、自治の主役である町民の主体的なまちづくりを推進し、町民自治に基づく自立した地域社会を築くことを目的とします。























前文同様、修正する。(議会←町議会)

















　原文どおり








(原文)


第３条　この条例において、用いる用語の意義は、次のとおりとします。


(1)   町民　町内に住み、学び、働く者及び町内において活動、事業を行う個人・法人・団体をいいます。


(2)   執行機関　町長、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、農業委員会及び固定資産評価審査委員会をいいます。


(3）  協働　町民、町議会、執行機関が、共通の目的を実現するために共有する領域に


おいて、互いの立場と役割を理解し、対等の立場で相互の力を活かしあい、協力する　


ことをいいます。











定義














第４条　この条例の基本理念は、町民憲章を尊重し、町民の一人ひとりが主体的に考え、自らの責任において行動し、町民、議会及び執行機関が相互に補完しつつ協働して、町民自治のまちづくりをめざすこととします。























(1)主語がはっきりしないため、表現方法を修正及び整理する。


(この条例の基本理念は、町民憲章を尊重し←町民の一人ひとりが)














基本理念





修正理由





(原文)


第４条　町民の一人ひとりが主体的に考え、自らの責任において行動し、町民、議会及び執行機関が相互に補完しつつ協働して、町民自治のまちづくりをめざします。又、　推進にあたり、町民憲章を尊重します。


























修正理由














(原文)


第2条　この条例は、町が定める最高規範であり、町は、他の条例等の制定及び改正に当


たっては、この条例の趣旨を最大限に尊重し、この条例との整合性を図ります。

















(原文)


第５条　まちづくりの基本となる原則は、次のとおりとします。


(1)参画と協働の原則


　　 町民は、まちづくりの主役として、町政への参画と協働を推進します。


(2)情報の共有と守秘義務の原則


　　　町民、町議会及び執行機関は、まちづくりに関する情報を互いに共有します。ただ


し、個人情報等、その他の守秘義務を果たします。


(3)公正及び対等の原則


　 　協働によるまちづくりを推進するために、公正で対等な関係のもとで協働を進めま


す。


(4)信託による行政運営


　 　町長は、町民の代表者として、その信託に応えるため、町民自治のまちづくりの考


えを明らかにし、責任を持って行政運営を進めます。




















(原文)


第１条　この条例は、本町における自治に関する基本的な事項を定め、町民の権利及び責務、町議会及び町長の責務並びに行政運営を明らかにすることにより、自治の主役である町民の主体的なまちづくりを推進し、町民自治に基づく自立した地域社会を築くことを目的とします。
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基本原則
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